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１．審査ガイド1策定の目的 

○ 審査ガイドは、許認可の審査において、審査官が参照するために策定する文

書であり、審査官が新規制基準への適合性を確認する方法の例を示した手引

である。 

○ 審査ガイドは、規則や規則の解釈のように規制要求を示すものではない。 

２．審査ガイドを策定する際の留意点 

○ 自然ハザードに係る審査は、立地地点毎に異なるハザードを対象とするため、

従前の審査経験が活用できる範囲は限定的であることから、審査ガイドは、

審査の流れ、アウトラインが明確になるよう、確認すべき項目、その網羅性に

配慮して記載する。 

○ 実用発電用原子炉の施設・設備・手順に係る審査は、共通性のある設備等に関

するものであり、審査経験が蓄積すればこれを活用できることから、審査ガ

イドは、確認すべき項目等を簡潔に記載する程度に留める。 

○ 実用発電用原子炉以外の施設に係る審査ガイドを策定しようとする場合は、

審査の手順や内容を具体的に記載する意義のあるもの（例えば、使用施設）や

具体的に記載すべきではないもの（例えば、試験研究炉）など、対象とする施

設の特性に合わせて、策定の要否を検討し、策定する場合は相応しい内容と

する。 

３．審査ガイドを用いる際の留意点 

○ 審査ガイドは、審査官にとって審査の公平性、網羅性の観点から有益なもの

であり、申請者にとっては審査の枠組みを提示することにより審査の予見性

を与えるものである。 

○ 審査ガイドに示す手法によらない手法であっても、技術的根拠があれば基準

適合性を確認することができる。 

○ 審査に当たっては、審査ガイドの内容に囚われることなく、審査官自らの科

学的、技術的、合理的な判断に基づくことが重要である。 

○ 審査ガイドが整備されていない施設の審査に当たっては、それぞれの施設の

特性を踏まえ、必要に応じて、実用発電用原子炉等の審査ガイドを参考とし

て用いることができる。 

                                                   
1 原子力規制委員会が作成するガイドのうち、原子炉等規制法に基づく基準規則等に関する審査に用

いるためのもの。このほか、原子力規制庁が作成する審査ガイド、原子力規制委員会が作成する審査

に係る手続、運用等を示すガイド及び原子力規制委員会・原子力規制庁が作成する検査に係るガイド

等がある。なお、旧原子力安全・保安院から引き継いだ審査要領を基に策定されたものがある。 


